
202５（令和７）年度  

札幌大学転入学・編入学試験（１１月） 

 

【小論文テーマ１】 

日本のコンビニエンス・ストアの今後の経営課題について、ビジネス・モデルの視点から解説

しなさい。 

 

【出題意図】 

小論文では、３年次から編入し経営学分野を学ぶ上で必要な基礎学力と情報収集能力をはか

るために、「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」を問う問題を出題している。また、出題された

問題の内容を踏まえ、自分の考えを指定された字数で、論理的に説明できる力があるかを確認

するための試験である。 

 

【回答例】 

模範解答(800字程度784字) 

 日本のコンビニエンス・ストアは、少子高齢化と人口減少が加速する社会環境の中で、従来の

ビジネス・モデルの変革を迫られている。これまでの大量出店による「ドミナント戦略」と、人件

費が安価な労働力に支えられてきた 24 時間営業のビジネス・モデルは、市場の飽和と人手不

足という構造的な課題に直面している。今後、持続的に成長するためには以下の課題があると

考える。  

まず、コンビニエンス・ストアのビジネス・モデルにおいて重要なフランチャイズシステムにつ

いてである。大量出店戦略は店舗ごとの距離を狭め、チェーン店間のカニバリゼーションが起こ

る。さらに、人手不足や人件費高騰によって24時間営業が困難になり、収益を圧迫している。  

次に、店舗運営の効率化の必要性が考えられる。人手不足に対応するため、AI を活用し、自

動発注や無人決済、ロボット活用による省人化が必要と考える。現状のデータ分析を進化させ、

顧客ごとに最適なサービスを提供し、顧客満足度と収益向上を図る必要がある。 これらの課題

を克服するためにも、ビジネス・モデルの改良が必要である。 

例えば、インターネット通販の普及で「利便性」が向上している反面、輸送のための人で不足が

社会問題となっている。このような問題に対応するため、コンビニエンス・ストアの役割が新た

なビジネスにつながる可能性がある。コンビニエンス・ストアは地域のインフラとして小規模な

物流拠点としての役割を担うことも可能であると考える。高齢者や買物困難者向けの宅配サー

ビスやインターネット通販の商品受取、小規模荷物の発送拠点など、新たな付加価値を生み出す

戦略が重要となる。 さらに、地域自治体の出張所としての役割を担うことも期待されている。 

従来の「店舗数至上主義」から脱却し、顧客と加盟店双方に持続可能なビジネス・モデルを構

築することが、コンビニエンス・ストアの未来を左右すると考える。 

 



【小論文テーマ２】 

日本製鉄がUSスチールの買収を予定しているが、アメリカ政府の反対を受けてまでなぜ買

収を勧めようとしているのか。企業の海外進出の視点から解説しなさい。 

 

【出題意図】 

小論文では、３年次から編入し経営学分野を学ぶ上で必要な基礎学力と情報収集能力をはかる

ために、「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」を問う問題を出題している。また、出題された問

題の内容を踏まえ、自分の考えを指定された字数で、論理的に説明できる力があるかを確認す

るための試験である。 

 

【回答例】 

模範解答(800字程度：７９９字) 

 日本製鉄が米国政府の反対という難局を乗り越えてまでUSスチールの買収を推し進めた背

景には、国内市場の縮小に対応し、グローバル市場での成長を確立するという企業の国際戦略

があった。しかし、この問題は、経済合理性に基づく海外進出が、相手国の政治、経済安全保障、

世論といった多くの課題があること、また、この課題に対し一企業が対応していかなければな

らないという難しさがある。 

日本製鉄の視点から考えると、第一に、買収の最大の目的は、日本国内の鉄鋼市場が人口減

少に伴い需要縮小に直面する中、安定した需要が見込める北米市場での事業基盤を確保するこ

とにある。特に、米国は自動車産業が盛んであり、EV シフトによる高機能鋼材への需要も高ま

っている。US スチールの買収は、現地に生産拠点を獲得することで、サプライチェーンを強化

する狙いがあった。また、中国の過剰生産による鋼材市況悪化の影響を受けにくい米国内での

生産能力を確保することは、収益源の安定化にもつながる。 

第二に、技術力と事業効率の融合によるシナジー効果である。US スチールは、設備の老朽化

や高コスト体質が課題とされていた。日本製鉄は、自社の有する世界トップレベルの技術を US

スチールの生産設備に注入することで、効率を向上させ、国際競争力を高めることを目指した

と考えられる。 

しかし、米国政府の反対は、経済合理性だけでは乗り越えられない政治的な課題である。米国

政府は、鉄鋼産業を国家安全保障上の重要産業と位置づけており、外国企業による買収には慎

重な姿勢を示した。さらに、米国大統領選挙を控えた政治情勢の中、雇用への影響を懸念する

全米鉄鋼労働組合（USW）の反発も強かった。このため、買収は一時的に阻止命令が出される

事態にまで発展した。 

この事例は、グローバル化時代における企業買収が、経済的便益だけでなく、相手国の政治

的思惑や安全保障上の懸念など、多くの課題があることを示している。 

 

 



【小論文テーマ３】 

Amazonのビジネス・モデルについて他の国内小売ビジネスとの違いを解説しなさい。 

 

【出題意図】 

小論文では、３年次から編入し経営学分野を学ぶ上で必要な基礎学力と情報収集能力をはか

るために、「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」を問う問題を出題している。また、出題された

問題の内容を踏まえ、自分の考えを指定された字数で、論理的に説明できる力があるかを確認

するための試験である。 

 

【回答例】 

模範解答(800字程度:７６４字) 

 国内の多くの小売業が実店舗を基盤とした単一的な収益モデルであるのに対し、Amazon

は多角的な収益源を持つ。具体的には、自社で商品を販売する「直販」、他社に EC プラットフォ

ームを提供する「マーケットプレイス」、有料会員サービス「Amazon プライム」の会費、そしてク

ラウドサービス「AWS」の利用料だ。特にAWSは、近年ではAmazonの収益の大部分を占め、

EC 事業への大規模な投資を支える重要な柱となっている。国内小売業の多くが、商品の仕入

れと販売の差益を主な収益とするのとは対照的である。 

また、在庫戦略と物流システムにも大きな違いがある。国内小売業は実店舗のスペースに制

約されるため、品揃えに限界がある。これに対し、Amazon は自社在庫に加えて、他社商品も

扱うマーケットプレイス形式を採用することで、在庫リスクを抑えつつ圧倒的な品揃えを実現し

ている。さらに、自社で大規模な物流ネットワークを構築し、迅速かつ低コストの配送サービス

を提供している。これにより、国内小売業が外部の物流会社に依存しがちなのと異なり、サプラ

イチェーン全体を自社でコントロールし、競争力を高めている。 

顧客体験においても、Amazon は独自の戦略を持っている。プライム会員制度は、配送料無

料、動画配信、音楽配信といった複数のサービスを組み合わせることで、顧客の囲い込みを強

化している。顧客は Amazon を利用するほど利便性を享受し、他の EC サイトへ移行しにくく

なる。国内小売業の多くはポイントカード制度を導入しているが、Amazon のようなビジネス・

モデルは模倣困難である。 

以上のように、Amazon は単なる販売ビジネス・モデルではなく、プラットフォーム・ビジネ

スとして、国内小売業とは一線を画するビジネス・モデルを構築している。その多角的な収益構

造、戦略的な物流システム、そして顧客を強力に囲い込む仕組みは、国内小売業に大きな影響を

与えている。 
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【出題意図】 

問題１ 

問１  本文の内容に関する質問への回答として最も適切な英文を選択する問題。必要な

情報を適切に読み取る能力をみる。 

 

問題２ 

問１  本文中の空所に入れるのに適切なものを選択する問題。書き手の意図、文章の概

要や要点を捉える英語読解力と論理的思考力をみる。 

 

問２  英語の文構造、文法、語彙を正しく理解し、文の内容を適切に理解する英語読解力

をみる日本語訳問題。 

 

問題３ 

問１  本文の内容に関する質問に対して最も適切な回答を選択する問題と、本文の内容

に合致する回答を選択する問題。文章の概要や要点を捉え、必要な情報を適切に読み取

る能力をみる。 

問２  英語の文構造、文法、語彙を正しく理解し、文の内容を適切に理解する英語読解力

をみる日本語訳問題。 

 

問題４ 

英文の空所に入れるのに適切なものを選択する問題。英語の 4 技能の基礎となる文法力

をみる。 

 

問題５ 

日常的な話題を、基本的な語彙や文法を用いて、適切に伝えるライティング能力をみる。 

 

 

【解答】 

問題１ 

問１ (1)  3     (2)  2     (3)  2     (4)  2 

 

問題２ 



問１ (5)  3     (6)  4     (7)  2 

問２  それは、湖と川の中の酸素量を減らし、これによって植物や魚が生き残ることが困

難になる。 

 

問題３ 

問１  (8)  3     (9)  4     (10)  3     (11)  2 

問２  しかし、今回は、その目的はチョコレートの味を改良することではなく、それをもっ

と健康に良いものにすることである。 

 

問題４ 

(1)  2     (2)  3     (3)  2     (4)  2     (5)  1     (6)  2 

(7)  3     (8)  2     (9)  1     (10)  3     (11)  3     (12)  2 

(13)  1     (14)  4     (15)  3 

 

問題５ 

(1)  I went to a hamburger shop near my house to eat lunch. 

(2)  It is dangerous to climb a mountain in the winter. 
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【小論文テーマ】 

日本でロシア文学を学ぶ意味について 

 

【出題意図】 

 ロシアの歴史や文化についての学習と、日本文化や日本の生活の関わりについて意識理

解ができているかを問うている。また、日本文化についての知識や一般常識がどの程度

あるかも問うている。これは本学の地域共創学群というカリキュラムを踏まえたものであ

る。 

 

【回答例】 

 ロシア文学、特にドストエフスキーやトルストイの作品は 20 世紀初頭にヨーロッパで大

流行した。その影響は日本にも及んでおり、夏目漱石や太宰治といった当時の日本文学を

代表する作家たちもロシア文学を愛読している。 

 夏目漱石は『明暗』の中で、ドストエフスキーを読めば下層の人間や無教育な人間にもす

ばらしい感情があるのだと指摘している。漱石が生きていたのは士農工商という江戸時

代の身分制度が終わった後の、しかし、その時代の記憶がまだ残っていた明治から大正に

かけての時代だった。 

 哲学や宗教をテーマとしているドストエフスキーの作品において、漱石がまず目を向け

ているのがそのような身分制度であったということは、明治維新や大正デモクラシーとい

う時代の大きな変化を反映したものであろう。実のところ、ドストエフスキーに代表される

近代ロシア文学の主要な作品が発表されたのも、アレクサンドル 2 世による大改革という、

ロシア史における激動の時代だった。農奴解放がなされ、それまで人間扱いされていなか

った農民も、同じ人間として扱われるようになったのである。ドストエフスキーの作品の中

に見られるそのような時代の感覚を、漱石は敏感につかみとっている。 

 一方、太宰治は『猿面冠者』の中で、ドストエフスキー『白痴』の主人公ムイシュキン公爵を

真似る男を取り上げている。この男の行動が文学作品の登場人物たちの模倣にすぎない

ことを、太宰はプーシキンの『エヴゲニー・オネーギン』に言及しながら指摘する。 

太宰が引用しているプーシキンの一節は、主人公のオネーギンが中身のない人物でイギ

リスの詩人バイロンを模倣しているにすぎないことを指摘している部分だ。近代社会にな

り、個人の個性が求められるようになっても、人はその手本を文学作品に求め、それを模

倣するしかなかった。そのような中身のない人間はロシア文学で「余計者」と呼ばれ、伝統

的なテーマとなっている。 

太宰が直面したのもプーシキンと同じ問題だった。近代社会が成立する時期に、ひとり



ひとりのアイデンティティをどのように確立するかが課題となったのだ。 

このように日本の作家たちは時代の変化の中で、ロシア文学を参考にしている。ロシア

と日本は西欧より遅れて近代化が始まったという共通点を持っていたのもその一因であ

ろう。今でもロシアについて学ぶことは、日本社会の諸問題を理解し、解決するための参

考になるはずだ。 
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【出題意図】 

 スポーツ文化専攻での教育は、多様性ある社会をスポーツから構想し、活性化へと導

く力を身につけることを目標にしています。 

そこで、①基礎的な知識、②社会的関心、③課題内容を読み解く力、④課題に対する

思考力、⑤自らの考えを論理的に表現する力を、総合的にみるため論述式で出題してい

ます。 

 

設問に共通した評価観点は次の通りです。 

・課題内容を適切に読み取れているか 

・自らの考えを導くための具体的な根拠を示しているか 

・回答文を所定の分量に収めるとともに、適切な文章表現にしているか 

 

設問ごとの出題意図は次の通りです。 

問 1．令和５年度以降に進められていれる学校部活動の地域移行に関する問題への

関心度をみる 

問 2．バスケットボールの基本的戦術とコーチングについての理解度と思考力をみる 

問3．体育授業における学習評価とバドミントンの種目特性についての理解度をみる 

問 4．スポーツ活動における安全性と公正性についての理解度をみる 

問 5．スキャモンの発育曲線とトレーニングについての理解度をみる 

問 6．ラグビーの歴史的展開についての読解力と思考力をみる 

 



202５（令和７）年度  

札幌大学転入学・編入学試験 

 

【出題意図】 

 リベラルアーツ専攻での教育は、諸科学に親しみ、世界を視野に地域やビジネスの課

題を解決するための理解力や対話力、行動力を身につけることを目標にしています。 

そこで、①基礎的な知識、②社会的関心、③課題内容を読み解く力、④課題に対する

思考力、⑤自らの考えを論理的に表現する力を、総合的にみるため論述式で出題してい

ます。 

 

設問に共通した評価観点は次の通りです。 

・課題内容を適切に読み取れているか 

・自らの考えを導くための具体的な根拠を示しているか 

・回答文を所定の分量に収めるとともに、適切な文章表現をしているか 

 

設問ごとの出題意図は次の通りです。 

問 1．ラグビーの歴史的展開についての読解力と思考力をみる 

問 2．人工知能の進展による社会生活変容についての関心度と論理的表現力をみる 

問 3．北海道観光にかかる課題文とデータについての読解力と思考力をみる 

問 4．環境問題についての関心度と論理的表現力をみる 
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